
○岡田議長 次に、岩﨑議員。

〔岩﨑議員質問席へ〕

○岩 﨑議 員 そ れで は 、午前 中の 代表 質問か ら、 そして 午後 の関

連質 問と いうこ とで 、 いよい よ最 後の トリを 務め させて いた だき

ます 。会 派自由 創政 の 岩﨑で ござ いま す。先 ほど の戸田 議員 の代

表質 問に 関連い たし ま して、 大要 ３項 目質問 させ ていた だき たい

と存じます。どうぞよろしくお願いします。

そ れで は早速 です が 、１項 目め 、地 方創生 を軸 とした 人口 対策

の推進について質問いたします。

代 表質 問の人 口減 少 対策の 答弁 によ ります と、 本市は 近隣 自治

体か らの 人口流 入に よ るダム 機能 も働 き、人 口減 少は比 較的 緩や

かで ある 。今後 は広 域 的視点 によ る対 応も必 要。 例えば 鳥取 県西

部圏 域で 生活機 能を 維 持強化 して いく モデル 事業 や若者 の出 会い

の場 づく りなど 取り 組 みなが ら、 圏域 単位で の人 口対策 を強 化し

ていくとの答弁がありました。

そ こで 、地方 創生 の 人口減 少対 策に ついて 関連 質問さ せて いた

だき ます 。人口 減少 対 策の一 丁目 一番 地は、 若者 や女性 に選 ばれ

る地 域を 創造す るこ と であり ます 。そ こで、 本市 におい て、 非正

規就 労な ど所得 ・雇 用 の不安 定な 状況 や、女 性が 出産に 伴い 退職

した り、 非正規 就労 に 切り替 えざ るを 得ない 、い わゆる Ｌ字 カー

ブ問題の対応策について見解を伺います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 この Ｌ字 カー ブの問 題に つきま して は、

県内 でも 依然と して 継 続して いる 課題 であり ます 。そこ で、 第４

次米 子市 男女共 同参 画 推進計 画策 定し てござ いま すが、 その 中に



おき まし ても、 職場 に おける 男女 共同 参画の 推進 など、 重点 目標

に掲 げた 上で各 種取 組 を現在 進め てい るとこ ろで ありま す。 その

一つ が子 育て中 の女 性 の資格 免許 取得 支援と して の女性 の専 門職

資格 取得 助成事 業で あ ります 。こ れは 平成２ ８年 から実 施を して

ござ いま すが、 利用 件 数も年 々増 加傾 向にあ ると ころで あり ます。

また 毎年 フォロ ーア ッ プをし てご ざい ますが 、利 用者の 皆様 方か

らは 、就 職につ なが っ たです とか 、あ るいは キャ リアア ップ にな

った と、 そうい った お 声がた くさ ん届 いてい ると ころで あり ます。

あ わせ まして 、女 性 が働き やす い職 場づく りの 観点で も今 、各

種取 組を 進めて ござ い ます。 例と いた しまし ては 、本市 も推 進を

して おり ます働 く女 性 のヘル スケ アの 取組と いた しまし て、 様々

な講 演会 、企業 セミ ナ ーなど 実施 をし てござ いま す。そ うい った

場を 通じ て市内 の民 間 企業へ の普 及で すとか 、あ るいは 導入 支援

につなげてまいりたいというふうに考えております。

ま た、 女性社 員が 活 躍して いる 企業 、これ は様 々な国 とか 県の

認定 制度 がござ いま す が、そ うい った 企業を ロー ルモデ ルと いた

しま して 、情報 発信 に も努め てい ると ころで あり ます。 今後 とも

男女 共同 参画推 進計 画 、着実 に推 進を してま いり たいと いう ふう

に考えております。以上です。

○岡田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 そ れで は 次に、 地方 創生 の一環 とし て指摘 され てい

る、 地域 におけ る子 育 て支援 力の 強化 につい て、 これの 現状 と課

題、また対応策について伺います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 子育 て推 進力 の強化 につ いてで ござ いま



すが 、少 子化が 進む 状 況にお きま して 本市で は、 よなご っこ 未来

計画 に基 づきま して 、 子育て 当事 者が 希望を 持っ て子ど もを 産み

育て られ る環境 を整 え ていく ため に、 子ども 、若 者、妊 産婦 、子

育て 当事 者への 切れ 目 ない支 援に 取り 組んで いる ところ でご ざい

ます 。具 体的に いた し まして は、 妊婦 の方を 対象 といた しま した

経済 的給 付と相 談を 合 わせま した 伴走 支援や 、出 産後に おけ る産

後ケ アサ ービス や乳 幼 児健診 の充 実、 また子 育て 期の一 時預 かり

事業 の拡 充など の保 育 サービ スの 充実 などに 努め てまい りま した。

今後 も良 好な教 育・ 保 育環境 の整 備や 保護者 から のニー ズの 高い

事業 の拡 充、新 たに こ ども誰 でも 通園 制度の 実施 など、 子ど もを

産み 育て ること に希 望 が持て るよ うな 社会の 実現 に向け 、地 域全

体で支援してまいります。

○岡田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 こ の問 題 の最後 に若 者の 将来的 な地 元定着 の促 進に

つい てお 尋ねし たい と 思いま す。 若者 の首都 圏や 関西圏 への 流出

が止 まり ません 。大 学 で都会 に出 たら 帰って こな い。田 舎に 残さ

れて いる のは高 齢者 だ け。そ んな 話を あちら こち らで聞 きま す。

本市 は自 然環境 に恵 ま れ、一 定の 生活 環境が 充実 し、コ ンパ クト

にま とま った暮 らし や すい環 境で ある と考え ます が、一 方で 、若

い世 代が 働きや すく 、 子育て しや すい 環境で ある かどう か、 これ

は少 々疑 問であ りま す 。米子 発地 方創 生を掲 げて いらっ しゃ る市

長、 市民 が最も 期待 し ている 政策 は、 若者の 地元 定着で はな いで

しょうか。お考えの一端をお聞かせください。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 お っし ゃ るとお り若 者の 地元定 着、 これは 大変 重要



なテ ーマ だと認 識を し ており ます 。そ のため には 魅力的 な働 く場

の確 保、 これが 最重 要 課題で はな いか と考え てお りまし て、 昨年

１０ 月に は、米 子市 関 西事務 所の 職員 配置を 復活 いたし まし たほ

か、 次期 産業用 地の 整 備につ いて 、開 発手法 も含 めまし て全 庁で

検討 を行 ってい ると こ ろでご ざい ます 。また 、来 年度か らは 現在

の経 済戦 略課を 新た に 企業立 地支 援課 といた しま して、 誘致 体制

の強化を図ってまいりたいと考えております。

加 えま して、 中学 生 の職場 体験 や企 業見学 を行 いまし て、 魅力

ある 地元 企業を 知る 機 会を設 けて いく ととも に、 人材不 足が 深刻

化し てお ります 建設 や 土木分 野に おけ る高校 生の 市内就 職を 促進

する など 、若者 の地 元 定着に つな がる 具体的 な施 策も展 開し てま

いります。

さ らに 、それ と併 せ まして 、子 育て 環境の 充実 や暮ら しの 充実

感や 楽し さを実 感で き る環境 づく りな どにつ きま しても 、重 点的

に取 り組 みなが ら、 若 者世代 にと って 働きや すく 子育て もし やす

いまちづくりを推進してまいります。

○岡田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 代 表質 問 で戸田 議員 のほ うから も強 く要望 され まし

た企 業立 地、そ うい っ た企業 誘致 の関 係で、 やは り製造 業っ てい

う話 も出 てまい りま し た。若 者の 、要 するに 就職 を地元 でや っぱ

りや って いただ きた い 。これ も本 当に 私のほ うか らも強 く求 めて

おき たい と思い ます の で、ぜ ひと も率 先して 市の ほうも 取り 組ん

でいただきますように要望しておきたいと思います。

そ れで は、次 に項 目 が替わ りま す。 社会イ ンフ ラの整 備促 進に

ついてであります。



道路 、 港湾 、上 下 水道 、消 防 等の整 備 は私 たち の 生活の 質 を向

上さ せる 要素と なり ま す。社 会イ ンフ ラの整 備を 進め、 災害 リス

クの 低減 、経済 成長 の 土台づ くり 、そ して少 子高 齢化へ の対 応等

を通 じて 住民の 安全 確 保に努 める 必要 があり ます 。この 項で 私か

らは 、地 域防災 力の 充 実・強 化に つい て何点 かお 尋ねを した いと

思います。

地 域で の人と 人の つ ながり は、 災害 時の対 応に おいて 非常 に重

要で あり ます。 地域 で のつな がり を強 化する こと で、災 害時 の助

け合 いが 生まれ る環 境 を整え 、安 心し て暮ら せる 地域の 実現 を図

る必 要が ござい ます 。 そこで 、次 の項 目を３ 点お 尋ねし たい と思

いま す。 まず１ 点目 は 、本市 の自 主防 災組織 及び 自主防 災組 織連

合会の現状と課題についてお尋ねします。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 まず 現状 でご ざいま すが 、組織 数に 関し

て申 し上 げます と、 今 年度、 自主 防災 組織、 単位 組織と して は新

たに ２組 織、ま た連 合 組織に つい ては 新たに １組 織が結 成さ れた

ところであります。

活 動の 現状を 申し 上 げます と、 より 実践的 な活 動とい うの が展

開を され ている とこ ろ であり ます 。具 体的に は、 連合組 織の 例で

申し 上げ ますと 、大 篠 津地区 で避 難所 運営を 取り 扱った 防災 フェ

ステ ィバ ルを開 催す る ですと か、 ある いは単 位組 織で申 し上 げま

すと 、福 生西６ 区自 治 会の防 災会 にお きまし て、 防災資 機材 を活

用い たし ました 取扱 訓 練など 、実 施が なされ てい るとこ ろで あり

ます。

私 ども として は、 ぜ ひこう いっ た活 動を広 げて まいり たい 。あ



とは 組織 数をよ りそ の 組織化 を促 して いきた いと いうふ うに 考え

てお りま して、 例え ば 自主防 災組 織育 成補助 金に よる財 政支 援で

すと か、 あるい は防 災 スクー ル、 防災 研修会 など を通じ まし て、

人材の育成などにも取り組んでいるところであります。

引 き続 き、そ れぞ れ 個々の 地域 の事 情もご ざい ますか ら、 そう

いっ た実 情も把 握を し ながら 、モ デル 例の啓 発で すとか 、あ るい

は組 織の 結成促 進に 努 めてま いり たい という ふう に考え てお りま

す。以上であります。

○岡田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 ち ょう ど 昨年６ 月に もこ の質問 をい たしま して 、そ

れか らの 推進状 況は ど うだと いう 問い でござ いま した。 連合 組織

では 新た に１組 織、 そ して自 主防 災組 織を新 たに ２組織 とい うこ

とで ござ いまし て、 着 実にい ろい ろ実 行され てい るとい うこ とも

お伺 いし ました ので 、 どうぞ 引き 続き よろし くお 願いし たい と思

います。

続 きま して、 本市 の 防災行 政無 線と 防災情 報伝 達の現 状と 課題

についてお尋ねをいたします。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 防 災情報 伝達 につ きまし ては 、現在 、防 災行

政無 線放 送と連 動し た 放送内 容の 聞き 直しサ ービ ス・防 災ラ ジオ

や中 海テ レビの テロ ッ プ放送 によ る周 知を行 って おりま す。 その

ほか 本市 ホーム ペー ジ やトリ ピー メー ル、Ｓ ＮＳ などを 活用 して

おり ます 。この よう な 様々な 方法 での 情報発 信を 行って おり ます

が、 情報 収集手 段が 限 られま すい わゆ る情報 弱者 の方へ の情 報の

伝達 とい うもの が課 題 である と考 えて おりま す。 今年度 から 鳥取



県が 視覚 障がい 者向 け に耳で 聴く ハザ ードマ ップ の運用 を開 始さ

れて おり まして 、本 市 としま して も関 連団体 と情 報共有 を図 るな

ど、 周知 を図っ てい る ところ でご ざい ます。 情報 収集手 段が 限ら

れま す方 への確 実な 情 報伝達 は重 要で ござい ます 。その ため 福祉

関係 施設 、こち ら９ 団 体で構 成し てお ります けれ ども、 そち らと

災害 時の 対応等 につ き まして 協議 を現 在行っ てお ります 。ま た、

避難 所等 におけ ます 対 応とし まし ては 、要約 筆記 用の電 子ノ ート

の整 備や 、やさ しい 日 本語に よる 文字 情報の 提供 を行う など 、ち

ょっ とし た工夫 では ご ざいま すが 、そ ういっ たも のも実 施を して

おります。

○岡田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 る る答 弁 をいた だき まし た。今 年度 はさら にい ろい

ろ活 発に 取り組 んで お られる とい うこ とがよ く分 かりま した 。ど

うぞ引き続きよろしくお願いしたいと思います。

そ れで は、最 後の 項 目でご ざい ます が、県 営東 山水泳 場と 皆生

市民 プー ルの統 廃合 に よる新 水泳 場の 整備に つい て質問 いた しま

す。

代 表質 問の答 弁で は 、県営 東山 水泳 場、皆 生市 民プー ルと も築

４０ 年以 上が経 過し て おり、 老朽 化が 進んで おり ます。 また 、県

営東 山水 泳場は 屋外 で あり、 年々 厳し さを増 す猛 暑によ る十 分な

競技 環境 の確保 が困 難 となっ てい る。 鳥取県 との 共同で 屋内 の新

水泳 場を 整備す るよ う 協議を 進め ると の答弁 がご ざいま した 。そ

こで、現在までの県との協議の状況についてお尋ねします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 県営東 山水 泳場 と皆生 市民 プール の統 廃合



によ りま す新水 泳場 の 整備に つき まし ては、 適切 な競技 環境 の確

保に 向け 、議論 を着 実 に進め られ るよ う、県 に対 しまし て要 望書

を提 出す るとこ ろで ご ざいま す。 現状 といた しま しては 、事 務担

当レ ベル での協 議を 継 続して 行っ てい るとこ ろで ござい ます 。以

上です。

○岡田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 現 状は 事 務担当 レベ ルで の協議 を継 続して 行っ てい

ると いう ことで ござ い ました 。ぜ ひ、 引き続 き積 極的に 取り 組ん

でいただきますようにお願いいたします。

続 きま して、 協議 に 当たっ ての 本市 の整備 方針 、これ 重要 にな

りま すが 、この 整備 方 針はど のよ うに お考え なの かお尋 ねし たい

と思います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 屋外施 設で は利 用期間 が夏 季に限 られ るこ

とに 加え まして 、年 々 厳しさ を増 す猛 暑によ りま して十 分な 競技

環境 の確 保が困 難と な ってき てご ざい ます。 競技 環境の 充実 を図

る必 要が 高まっ てき て おりま すこ とか ら、本 市は 新水泳 場を 屋内

施設 とし て整備 する こ とを提 案し てお ります 。そ ういっ たこ とを

県と協議を今行っているところでございます。以上です。

○岡田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 あ わせ 、 新水泳 場の 整備 地につ いて もお尋 ねし たい

と思います。どのようにお考えであるのかお尋ねします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 新水泳 場の 整備 に当た りま しては 、県 と本

市の 財政 負担を 軽減 す ること がで きる よう、 国費 や起債 など 有利



な財 源を 組み合 わせ て 活用す るこ とを 想定し てご ざいま す。 東山

運動 公園 に新水 泳場 を 整備す るこ とで 、米子 アリ ーナ整 備事 業と

同様 の財 源を活 用す る ことが でき 、県 ・市両 方の 財政負 担を 最も

軽減 でき るでは ない か という ふう に考 えてい ると ころで ござ いま

す。以上です。

○岡田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 先 ほど の 整備方 針、 そし て整備 地に ついて 、ま ず答

弁を 求め たとこ ろで ご ざいま すけ れど も、実 は私 が質問 した 背景

には 、も ちろん 行政 で ありま すの で当 然予算 あり きで話 を進 めて

いく って いうの は非 常 に重要 であ りま すけど も、 本当に それ だけ

の視 点で 大丈夫 です か と、足 りな いん じゃな いか って実 は私 は思

って おり ます。 この 後 の質問 にも つな げてい きた いと思 いま すが、

やっ ぱり 市民の 方が 、 特に子 ども さん 方が楽 しん でいた だけ るよ

うな 、ど うせ整 備し て いくん なら そう いった 視点 も重要 にな って

くる んじ ゃない かな と 思って おり ます 。そこ でお 尋ねし ます が、

競技 主体 だけで はな く て、誰 でも 気楽 に楽し める 水泳場 とし て整

備すべきであると考えますけども、見解を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 新水泳 場の 整備 に当た りま しては 、ま ずは

適切 な競 技環境 を確 保 するこ とが でき る施設 とし て整備 する こと

が必 要で あると 考え て ござい ます 。競 技以外 の使 用につ きま して

も、 一般 の方の 利用 や 、小中 学校 の水 泳授業 での 活用な ども 想定

して ござ います 。実 現 に向け まし て具 体的な 構想 や計画 を作 成す

る段 階に おきま して 、 民間事 業者 から の提案 など も伺っ てい くこ

とになるのではないかと考えてございます。以上です。



○岡田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 さ っき も 申し上 げた とお り、予 算あ りき、 ある いは

同時 に予 算と場 所と い うよう なこ とで 、要す るに 枠を決 めた まま

で基 本計 画に進 んで い くでは なく て、 一回や っぱ り立ち 止ま って

とい うか 、もう 一回 ゼ ロベー スで 考え て、市 民の 方のあ らゆ る意

見、 子ど もたち の意 見 も含め て考 えて みたら いか がでし ょう かと

いう ふう に私は 強く 思 ってお りま す。 もちろ ん老 朽化し た施 設で

あり ます ので、 ぜひ 県 との統 合を 視野 に入れ た更 新を図 って いく。

そし て市 ・県民 の健 康 増進を 図る こと はもと より 、例え ば観 光振

興等 のサ ービス 向上 の 視点と か、 民間 のプー ル経 営ノウ ハウ 、こ

うい った ところ を導 入 されて 、誰 でも 気軽に 楽し めるよ うな 新水

泳場 とな ります よう に 計画を すべ きで はない かと いうふ うに 強く

思っておりますが、市長、見解をいただきたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ のた び 新たに 造っ てい かなけ れば いけな いプ ール

につ きま しては 、代 表 質問の 答弁 やあ るいは 局長 からの 答弁 にも

あり まし たとお り、 基 本的な 機能 とい うもの はま ず押さ えて おか

なけ れば ならな いと い うふう には 思っ ており ます 。ただ 一方 で、

例え ば皆 生プー ルを 、 これ統 合の 一つ のプー ルと するわ けで すけ

ども 、御 存じの とお り 、２５ メー トル のプー ルの 横に、 水深 の浅

い、 幼い お子さ んで も 楽しめ るよ うな プール 、滑 り台な ども 含め

て設 置し てござ いま す 。これ はや はり 水に親 しむ 機会と いう もの

も、 我々 米子市 とし て は適切 に子 ども たちに 提供 してや りた いと

いう ふう には思 って お ります 。も ちろ んまだ 具体 的な話 合い とい

うも のに は進ん では お りませ んけ れど も、議 員が 言われ まし たよ



うに 、子 どもの 頃か ら 楽しん で水 に親 しむ環 境を 我々米 子市 とし

ても 備え られる よう に 、今後 検討 が始 まりま した ら、そ の辺 りに

つき まし て、具 体的 に 検討を 進め るよ うにし たい という ふう に思

います。

○岡田議長 岩﨑議員。

○岩﨑議員 市長、ぜひともよろしくお願いしたいと思います。

こ の質 問に当 たっ て いろい ろ聞 き取 りから 、局 長とも いろ いろ

お話 もし ながら 、い ろ いろ感 じる 部分 は、や はり きちん と押 さえ

るべ きは 押さえ なき ゃ いけな い。 例え ば、予 算の 関係、 有利 な財

源の 関係 、ひい て言 え ば、そ れに よっ て地域 とし ては東 山運 動場

で限 定的 な話っ てい う ような こと を結 構聞き まし て、い や、 ちょ

っと 待て よと。 それ だ けで本 当に いい のかな と、 本当に 強く 思い

ました。

例 えば 、午前 中の 代 表質問 の答 弁で もあり まし たよう に、 西部

広域 の焼 却施設 が弓 浜 地区で 今後 展開 される んで しょう けど も、

そち らの ほうの 例え ば 熱源を 利用 した 、午前 中に ありま した よう

にス ポー ツ公園 も話 の 一端で はあ るな という こと もござ いま した

けれ ども 、例え ばそ う いう場 所、 ある いは皆 生プ ールの 話も あり

まし たけ ども、 あの ち っちゃ なち っち ゃな幼 児用 のプー ルで 、ス

ライ ダー が１つ 、滑 り 台が１ つつ いて るんで すけ ども、 あれ だけ

でも すご く楽し いん で すけど も、 もう ちょっ と大 胆な発 想で 、例

えば 流れ るプー ルと か 、例え ば大 きな スライ ダー とか、 そう いっ

たも のも ありな がら 、 一方で 競技 もき ちんと ５０ メータ ー屋 内プ

ール がき ちんと 整備 さ れ、高 飛び 込み なんか もで きるよ うな 形の

もの も整 備され 、一 方 で市民 誰で もが 楽しめ るよ うな、 そう いう



発想も本当に必要になってくるんじゃないかなと思います。

も う一 度申し 上げ ま すと、 やは り基 本計画 を進 めるに 当た って、

もう 枠で がちゃ っと 固 めるん では なく て、本 当に あらゆ る楽 しさ

も含 めな がら、 自由 な 発想で いろ んな 市民の 意見 も、多 様な 意見

も聞 きな がら、 最終 的 に方針 決定 をさ れてい くと いうよ うな 流れ

でぜひお願いしたいと思います。

予 定を してお りま し た質問 は以 上で 終わり たい と思い ます が、

最後 に、 ちょう どこ の ３月末 で御 勇退 なさい ます 何名か の職 員さ

んい らっ しゃい ます 。 当然、 執行 部の ほうの 壇上 にも何 人か いら

っし ゃる と思い ます が 、本当 にこ れま ではお 疲れ さまで した 。ま

た、 大変 お世話 にな り ました 。ぜ ひ皆 さん方 の大 きな大 きな 経験

を生 かし ながら 、今 後 はもし かし たら 市役所 に残 って、 役職 定年

を迎 えら れても 残ら れ る方も 何人 かは いらっ しゃ ると思 いま すが、

また いろ んな新 しい ス テージ にも 行か れる方 もあ ると思 いま すけ

ども 、ぜ ひとも 大所 高 所から 我々 のこ とも今 後も 引き続 き御 指導

いただきまして、ぜひ幸多かれと祈るばかりでございます。

以 上で 午前中 から の 代表質 問、 そし て会派 によ る関連 質問 も全

て終わります。大変ありがとうございました。終わります。

○岡田議長 以上で本日の日程は終了いたしました。

お 諮り いたし ます 。 本日は これ をも って散 会し 、明４ 日午 前１

０時 から 会議を 開き た いと思 いま す。 これに 御異 議あり ませ んか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○岡田議長 御異議なしと認め、そのように決定いたします。

本日はこれをもって散会いたします。

午後３時５３分 散会


